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1.越谷市のごみ排出量の現況
（平成30年度実績）



家庭系ごみ・資源の年間排出量

品 目
排出量

（ｔ/年）
比率
（％）

燃えるごみ 62,067.20 85.10

燃えないごみ 1,831.17 2.51

古紙類 3,053.30 4.19

缶 633.68 0.87

びん 2,000.33 2.74

ペットボトル 857.49 1.18

古着類 563.50 0.77

白色トレイ 24.55 0.03

小型家電 1.55 0.00

危険ごみ 248.01 0.34

粗大ごみ 1,594.38 2.19

せん定枝 57.30 0.08

合 計 72,932.46 100.00
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4.19%

缶
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白色トレイ
0.03%

小型家電
0.00%

危険ごみ
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粗大ごみ
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せん定枝
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家庭系ごみ・資源の排出割合



事業系ごみ・資源の年間排出量

品目
排出量

（ｔ/年）
比率
（％）

燃えるごみ 25,258.75 96.64

燃えないごみ 283.56 1.08

公共施設資源ごみ 39.69 0.15

せん定枝 556.21 2.13

合計 26,138.21 100.00

燃えるごみ
96.64%

燃えないごみ
1.08%

公共施設資源ごみ
0.15% せん定枝

2.13%

事業系ごみ・資源の排出割合



集団資源回収の実績

品目
資源回収量
（t/年）

比率
（％）

紙類（古紙） 6,246.19 94.89

繊維類（古着） 116.40 1.77

金属類（缶） 215.36 3.27

ガラス類（びん） 4.56 0.07

合計 6,582.51 100.00

紙類
94.89%

繊維類
1.77%

金属類
3.27%

ガラス類
0.07%

集団資源回収の回収割合



１人１日あたりのごみの排出量

区分 年間排出量
（ｔ）

人口
（人）

１人1日あたりの
排出量
(g/人/日）

家庭系ごみ 72,932.46 

342,401

584

事業系ごみ 26,138.21 209

合計（全体） 99,070.67 793



リサイクル率

区分 年間排出量
（ｔ）

資源化量
集団資源回収量 6582.51

行政による資源化量 11842.15

ごみ排出量 99,070.67

リサイクル率 資源化量/（集団資源回収量+ごみ排出量）×100 17.4%



最終処分量

区分 年間発生量
（ｔ）

焼却残さ 6,842.94

焼却外残さ 877.10

最終処分量（焼却残さ＋焼却外残さ） 7,720.04



2.他市との比較
（ごみ減量・リサイクル率について）



中核市との比較



（１）中核市１人１日あたりのごみ排出量（単位；ｇ/人/日）
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（g/人・日） 中核市の１人１日あたりごみ排出量（全体）

排出量の少なさが越谷市は中核市５８市の９位

中核市平均と比較して、越谷市は－９９g/人/日

出典：「都市要覧」（2019年3月中核市市長会）に一部加筆修正



（２）中核市１人年間集団資源回収量（単位；ｋｇ/人・年）
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（ｋｇ/人・年） 中核市の１人年間集団資源回収量

越谷市は中核市５８市の２３位

中核市平均と比較して、

越谷市は＋１．３ｋｇ/人/年

出典：「都市要覧」（2019年3月中核市市長会）に一部加筆修正



（３）中核市のリサイクル率（単位；％）
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（％）
中核市のリサイクル率

越谷市は中核市５８市の４１位

中核市の平均と比較して、

越谷市は－４．１％

出典：「都市要覧」（2019年3月中核市市長会）に一部加筆修正



2.他市との比較（ごみ減量・リサイクル率について）

埼玉県内他市町村
との比較



（１）１人１日あたりのごみ排出量（単位；ｇ/人/日）
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市町村の平均と比較して、越谷市は－６g/人/日

出典：「一般廃棄物処理事業の概況」～平成29年度実績～に一部加筆・修正



（２）１人年間集団資源回収量（単位；ｋｇ/人/年）
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越谷市は埼玉県６３市町村の１２位

市町村の平均と比較して、越谷市は＋８．０ｋｇ/人/年

出典：「一般廃棄物処理事業の概況」～平成29年度実績～に一部加筆・修正



（３）リサイクル率（単位；％）
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越谷市は埼玉県６３市町村の６０位

市町村平均と比較して、越谷市は－１０．０％

出典：「一般廃棄物処理事業の概況」～平成29年度実績～に一部加筆・修正



3.第４次循環型社会形成推進計画

概 要



第四次循環型社会形成推進基本計画の概要



第四次循環型社会形成推進基本計画の概要



取り組みの進展に関する指標、目標



3.第４次循環型社会形成推進計画

目標値と越谷市数値との比較



越谷市現況
（Ｈ29年度（2017年度）実績）

第４次循環型社会形成推進計画
2025年度目標

844g/人/日 約850g/人/日

１人１日あたりのごみ排出量



越谷市現況
（Ｈ29年度（2017年度）実績）

第４次循環型社会形成推進計画
2025年度目標

528g/人/日 約440g/人/日

１人１日あたりの家庭系ごみ排出量



4.越谷市の現行計画の進捗状況



4.越谷市の現行計画の進捗状況

目標１ ごみ排出量の削減目標



・１人１日あたりのごみ排出量を800ｇ/人/日に削減する
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・１人１日あたりの家庭系ごみ排出量を611ｇ/人/日に削減する
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・事業系ごみ排出量を23,499ｔ/年に削減する
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4.越谷市の現行計画の進捗状況

目標２ 再生利用の目標



・分別の徹底により、リサイクル率を25.4％に引き上げる
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4.越谷市の現行計画の進捗状況

目標３ 最終処分量の削減目標



・最終処分量を9,088ｔ/年に削減する
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越谷市の現計画の施策体系

施策の基本方向 施策

1 普及啓発、環境学習の推進 1-1 ごみ減量・リサイクル情報の充実

2 参加と協働による取り組み

2-1 市民による減量・リサイクルの推進

2-2 事業者による減量・リサイクルの推進

2-3 行政による減量・リサイクル推進体制の充実

3 分別収集の推進
3-1 分別の徹底

3-2 排出・収集方法等の検討

4 費用負担の検討 4-1 ごみ処理に係る費用負担の検討

5 処理処分施設の整備

5-1 資源化の徹底

5-2 環境に配慮した処理システムの整備

5-3 広域的ごみ処理体制の確立

6 地域環境の整備
6-1 地域美化の推進

6-2 不法投棄の防止

7 災害対策 7-1 災害時の廃棄物対策



現行計画における目標未達成の項目

目標１ ごみ排出量の削減目標（平成32年度）

～事業系ごみ排出量を23､499t/年に削減する～

平成30年度の実績 26,138t/年

〇現行の計画で未実施や進捗が十分でない事業

２－２ 事業者による減量・リサイクルの推進

・過剰包装の自粛

・減量化計画書等の作成



現行計画における目標未達成の項目

目標２ 再生利用の目標（平成32年度）

～分別の徹底により、リサイクル率を25.4％に引き上げる～

平成30年度の実績 17.4％

〇現行の計画で未実施や進捗が十分でない事業

２－１ 市民による減量・リサイクルの推進

・集団資源回収活動の促進

・民間リサイクルルートの活用促進

３－１ 分別の徹底

・その他プラスチック製容器包装リサイクルの検討



事業系ごみの増加要因

要因１ 活発な経済活動による排出量の増加

要因２ 住民の生活スタイルの変化

出典：「平成31年度東埼玉資源環境組合運営方針」



他市での事業系ごみの減量施策

◆中小規模事業者の排出抑制・資源化の促進

・行政による資源化ルートの紹介

・事業系ごみの適正処理マニュアルの作成

・業種別の減量化・資源化事例の紹介



リサイクル率が向上しない要因

要因１

焼却灰及び溶融スラグなどを土木資材の利用やセメント原料化など
のマテリアルリサイクルを一部しか行っていない

要因２

容器包装プラスチックの資源化施設を所有していないため、プラス
チック類のリサイクルをしていない



マテリアルリサイクル、プラスチック類リサイクル以外の
他市でのリサイクル推進施策

◆集団資源回収の活性化

・累進型奨励金制度による活性化（群馬県桐生市）

・加算金制度による活性化（静岡県浜松市）

・行政回収に代わる集団資源回収（埼玉県所沢市）



5.市が実施している施策



5.市が実施している減量に関する施策

食品ロス削減の啓発



食品ロス削減に向けたこれまでの啓発の一例

〇食べきりタイムの啓発
←ポケットティッシュ配布

〇ごみカレンダー
での啓発

１０月３０日の「食
品ロス削減の日」に
合わせ、啓発

〇食品ロスをなくす三ヶ条、食品ロス削減月間の周知

市民に対し、ポケットティッシュやごみカレンダーなどで料理の食べきり、冷蔵庫の中
身のチャックなど食品ロス削減に関する具体例を掲載し市民への啓発を図っています。



エコ・クッキング教室（市内企業との協働）



フードドライブ事業

食品ロスの削減や未利用食品の有効利用を目的として、平成３１年３月からリサ
イクルプラザに食品回収ボックスを設置集まった食品は市内の子ども食堂に提供

品 名
合 計

個数（個） 重さ（kｇ）

1

缶詰（果物） 71 23.979

缶詰（野菜） 11 4.815

缶詰（水産） 40 4.435

缶詰（食肉） 14 1.740

2 インスタント食品（カップ麺など） 120 28.685

3 レトルト食品 67 36.008

4 乾物（うどん・蕎麦・パスタなど） 112 32.639

5 飲料（お茶パック・コーヒーパックなど） 81 28.905

6 菓子 26 5.186

7 食用油 17 6.200

8 調味料（醤油・砂糖・塩など） 90 30.190

9 ミルク 20 4.874

10 その他（米・シリアル類など） 13 3.070

合 計 682 210.726

受付件数 50

（平成31年（2019年）3月～令和2年（2020年）1月末回収実績）



5.市が実施している減量に関する施策

越谷市役所プラスチック・スマート宣言



越谷市役所プラスチック・スマート宣言

近年の海洋プラスチックごみ問題を受
け、令和元年８月２９日に、プラス
チックごみの一層の削減に向け、市が
率先して取り組むことで、市民のさら
なる取り組みにつなげることを目的に
「越谷市役所プラスチック・スマート
宣言」を発表

〇具体的な取り組み例

・マイバッグを進んで使う

・ペットボトルの使用を減らす

・プラスチック製品の使用は控える

・繰り返し使えるものを選ぶ



5.市が実施している資源化に関する施策

使用済み小型家電の回収



使用済み小型家電の回収
平成２５年４月に小型電子機器に含まれる貴金属や、レアメタルといわれる有用金属の再資源化を
促進するため、小型家電リサイクル法が施行され、市では平成２６年度より小型家電の回収を開始
し、平成２９年度７月には「都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト」に参加し、簡易
型の回収ボックスを増設するなど回収促進に努めた。

単位：ｋｇ

H26 H27 H28 H29 H30 R1
（1月末）

携帯電話 325 90 119 195 340 201

ノート型PC 846 1,177 1,315 2,198 2,651 1,862

高品位
小型家電

991 1,396 2,416 2,935 1,915 1,099

低品位
小型家電

31,187 51,580 53,270 61,640 72,450 56,050

AC
アダプター

1,165 1,247 1,480 1,592 1,994 1,528

合 計 34,514 55,490 58,600 68,560 79,350 60,740
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小型家電回収に関する問題点
平成３０年度は引渡価格が下落傾向であるものの売り払いとして成り立っていたが、今年度からは
低品位の品目が逆有償となり、処理委託として支出が必要となってしまった。資源として回収量を
増やしたい一方で、回収量が増えれば処理費が嵩むこととなり、悩ましい状況となっている。

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期

携帯電話 800 800 400 400 400 400 400 0 0 0 200 200

ノート型PC 40 35 35 25 20 20 35 35 35 35 35 35

高品位小型家電 40 35 20 15 10 10 20 20 20 10 5 5

低品位小型家電 9.5 4.5 1 0.1 0.1 0.1 1 1 1 1 -15 -15

ACアダプター 35 35 20 15 10 10 20 20 20 1 -15 -15

単価：円／１０ｋｇ



5.市が実施している収集に関する施策

ふれあい収集事業



〇制度の概要

ごみを集積所まで持ち出すことが困難な方で、身近な人の協力が得られない「６５
歳以上の高齢者のみで構成される世帯」、「障害を有する者のみで構成される世
帯」、「その他市長が必要と認める世帯」を対象に、市職員が戸別収集を実施する

・週に１回、対象者宅から回収する
・可燃ごみ、不燃ごみ、資源ごみ等を玄関先から回収
（家屋内からの回収は行わない）

・回収の際には対象者に声掛けを行う

※ふれあい収集へのニーズの多様化に対応するため、「６５歳以上の一人暮らしの
世帯」から「６５歳以上の高齢者のみの世帯」に要綱改正し対象を広げた。



ふれあい収集 対象件数
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ふれあい収集における課題

安否確認に時間がかかる・・・収集時に連絡なく留守など

業務の拡大・・・粗大ごみの持ち出しなど

対象者の拡大・・・かご出しやごみ当番が負担となっている高齢者など

対象者が増えた場合の収集体制


